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第2回通常総代会開催

　
平
成
30
年
６
月
21
日
、
松
本
市
「
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー

ル
」
で
第
２
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
９
９
人
中
、
本
人
出
席
１
０
７
人
、
書
面

出
席
87
人
、
合
計
１
９
４
人（
出
席
率
97
・
５
％
）が
出
席

し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
諏
訪
市
の
濱
紀
一
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出

し
た
11
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

長野県農政部
農業政策課長

草
く さ ま

間 康
やすはる

晴 氏

関東農政局長野県拠点
参事官

石
い し の

野 浩
こうぞう

三 氏

組合長理事

羽
は た

田 健
けんいちろう

一郎

議長

濱
はま

 紀
のりかず

一 総代

平成29年度 事業報告と決算報告

●	

第
１
号
議
案

	

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

●	

第
２
号
議
案

	

平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

●	

第
３
号
議
案

	

平
成
30
年
度
事
務
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

●	

第
４
号
議
案

	

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部

長
報
酬
に
つ
い
て

●	

第
５
号
議
案

	

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

●	

第
６
号
議
案

	

余
裕
金
預
け
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

●	

第
７
号
議
案

	

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
に
つ
い
て

●	

第
８
号
議
案

	

損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

●	

第
９
号
議
案

	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

●	

第
10
号
議
案

	

長
野
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●	

第
11
号
議
案

	

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●	

付
帯
決
議

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

収益と費用の状況
(平成29年4月1日から平成30年3月31日まで)

《費用》《収益》
計

5,865,218,230
（単位：円）

掛金・交付金
1,990,560,544

獣医師の技術料
76,697,090

家畜診療所運営費
286,598,490

無事戻し金
32,790,173

賦課金 140,667,362
その他業務収入 430,437,886

その他事業収入
1,752,566,043

家畜診療の収入
135,593,062

保険金
44,708,625

国等への保険料・再共済掛金
395,207,199

支払共済金
(農機具共済満期金含む）
1,492,155,575

組合運営費
2,350,281,229

当期剰余金
396,837,027

その他事業支出
911,348,537

国等からの受取補助金
1,293,987,618

共済目的 引受数量 共済金額
（千円）

農家負担掛金
（円）

支払共済金
（円）

制
度
共
済

農 作 物 31,700ha 24,667,329 42,627,888 39,496,164
家 　 畜 42,801頭 6,090,254 264,021,852 581,418,237
果 　 樹 2,751ha 10,178,249 189,161,399 340,322,363
畑
作
物

大豆  そば 2,099ha
611,377 8,494,549 31,550,717蚕 繭 111箱

園 芸 施 設 17,067棟 7,644,638 72,304,502 57,951,895
小 　 計 ー 49,191,847 576,610,190 1,050,739,376

任
意
共
済

建 　 物 122,101棟 1,436,997,370 1,177,922,502 343,286,053
農 機 具 6,203台 13,102,000 125,776,615 15,890,146
小 　 計 ー 1,450,099,370 1,303,699,117 359,176,199

合　　　計 ー 1,499,291,217 1,880,309,307 1,409,915,575

　
県
域
組
合
と
し
て
の
初
年
度
の
事
業
実
績
と
決
算
を
報
告
し
ま
す
。
本
所
と
地
域
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
支
所
を
挙
げ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
全
面
展
開
し
た
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
共
済
金
額（
補
償
額
）は
１
兆
４
９
９
３
億
円（
前
年
比
95
・
９
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
の
降
雹
に
よ
り
果
樹
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
７
月
か
ら
８
月
に
は

県
北
部
で
発
生
し
た
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に
加
え
、
台
風
18
号
、
21
号
の
接
近
に
よ
る
暴
風
、

河
川
氾
濫
に
よ
り
果
樹
、
園
芸
施
設
、
そ
ば
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
任
意
共
済
を

除
く
支
払
共
済
金
は
10
億
５
０
７
４
万
円（
前
年
比
98
・
２
％
）、
任
意
共
済
を
含
め
た
支
払
共

済
金
総
額
は
14
億
９
９
２
万
円（
前
年
比
１
０
４
・
４
％
）と
な
り
ま
し
た
。

共済目的 無事戻額（円）
農 作 物 （ 麦 ） 5,798,707
果 　 樹 26,649,242

畑作物
農作物 312,854
蚕　 繭 29,370

合　　　　計 32,790,173

事業報告

無事戻金

貸借対照表
資産の部 金額（千円） 負債及び純財産の部 金額（千円）

流動資産 4,932,537 負債合計 9,300,569
　現預金・有価証券 4,684,809 　流動負債 1,547,608
　その他 247,728 　　責任準備金 908,829
固定資産 23,007,369 　　その他 638,779
　有形固定資産 2,340,348 　固定負債 7,752,961
　無形固定資産 5,041 　　退職給付引当金 2,161,607
　投資その他資産 20,661,980 　　引当金・準備金 5,582,393

　　その他 8,961
純財産合計 18,639,337

資産合計 27,939,906 負債・純財産合計 27,939,906
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農作物

水
稲

一 　 　 筆 a 2,830,048 22,996,685
全 相 殺 a 19,423 188,436
小 　 　 計 a 2,849,471 23,185,121

麦

一 　 　 筆 a 90,464 224,186
全 相 殺 a 27,508 51,806
災 害 収 入 a 132,858 501,294
小 　 　 計 a 250,830 777,286

合　　　　　　　計 a 3,100,301 23,962,407

建　物
総 合 棟 17,370 155,375,060
火 災 棟 104,694 1,296,114,650
小 計 棟 122,064 1,451,489,710

農機具 損 害 共 済 台 6,153 12,644,000
更 新 共 済 台 192 348,220

合　　　　　　　計 — 1,464,481,930

園芸
施設

ガラス室
Ⅰ類 棟 0 0
Ⅱ類 棟 151 611,272

プラスチック
ハウス

Ⅰ類 棟 1 180
Ⅱ類 棟 15,014 4,544,304
Ⅲ類 棟 291 516,216

Ⅳ類
甲 棟 237 510,218
乙 棟 264 887,417

Ⅴ類 棟 184 440,305
Ⅵ類 棟 1,123 375,358

合　　　　計 棟 17,265 7,885,270

総　　　　　　　計 — 48,710,289

畑作物

ばれいしょ a 0 0

大
豆

一 　 　 筆 a 53,567 170,553
全  相  殺 a 89,340 325,949
小 　 　 計 a 142,907 496,502

そ ば a 75,688 124,883

蚕
繭

春蚕繭
発芽期前 箱 39.00 2,321
発 芽 期 箱 0.80 54
小　　計 箱 39.80 2,375

初 秋 蚕 繭 箱 31.00 1,464
晩 秋 蚕 繭 箱 35.00 2,117

計 箱 105.80 5,956
合　　　　計 — 627,341

果　樹

な
し

半相殺
短　　縮 a 8,065 383,416
特定危険 a 10,899 625,079

災 害 収 入 共 済 a 0 0

樹園地
短　　縮 a 100 2,768
特定危険 a 4,006 182,103

小 計 a 23,070 1,193,366

も
も

半相殺
短　　縮 a 7,023 271,690
特定危険 a 1,578 60,086

災 害 収 入 a 788 22,876

樹園地
短　　縮 a 1,375 43,623
特定危険 a 100 3,250

小 計 a 10,864 401,525

か
き

半 相 殺　 短 縮 a 2,737 34,253
小 計 a 2,737 34,253

す
も
も

全  相  殺 a 0 0
災 害 収 入 a 2,812 126,538
小 計 a 2,812 126,538

合
　
計

半相殺
一　　般 a 5,640 249,500
短　　縮 a 81,574 2,796,262
特定危険 a 124,953 4,863,804

全  相  殺 a 0 0
災 害 収 入 a 4,298 198,718

樹園地
短　　縮 a 14,458 426,829
特定危険 a 55,900 1,848,520

計 a 286,823 10,383,633

果　樹

り
ん
ご

半相殺
短　　縮 a 49,287 1,408,564
特定危険 a 110,563 4,061,812

災　害　収　入 a 0 0

樹園地
短　　縮 a 8,907 260,577
特定危険 a 49,457 1,559,405

小　　　　　　計 a 218,214 7,290,358

ぶ
ど
う

半相殺
一　　般 a 5,640 249,500
短　　縮 a 14,462 698,339
特定危険 a 1,913 116,827

災　害　収　入 a 698 49,304

樹園地
短　　縮 a 4,076 119,861
特定危険 a 2,337 103,762

小　　　　　　計 a 29,126 1,337,593

家　畜
（４月から
12月
引受分）

成 　 乳 　 牛 頭 10,509 1,993,711
育 成 乳 牛 頭 1,125 115,731
乳 用 子 牛 等 頭 5,963 307,844

（胎　　児） 頭 5,547 274,634
肥 育 用 成 牛 頭 6,113 1,161,737
肥 育 用 子 牛 頭 533 58,520
そ の 他 の 肉 用 成 牛 頭 2,652 563,334
その他の肉用子牛等 頭 2,634 206,191

（胎　　児） 頭 2,536 195,007
一 般 馬 頭 6 1,169
種 　 　 　 豚 頭 498 11,295
肉 　 　 　 豚 頭 2,350 20,700
小 　 　 　 計 頭 32,383 4,440,232
種 　 雄 　 牛 頭 9 5,365
種 　 雄 　 馬 頭 0 0
小 　 　 　 計 頭 9 5,365
合 　 　 　 計 頭 32,392 4,445,597

家　畜
（１月から
３月
引受分）

家
畜
　
死
亡
廃
用
共
済

搾 乳 牛 頭 1,854 314,462
繁 殖 用 雌 牛 頭 751 140,160
育 成 乳 牛 頭 1,868 92,079
育 成 肥 育 牛 頭 4,008 576,199
繁 殖 用 雌 馬 頭 22 5,062
育 成 肥 育 馬 頭 9 2,170
種 　 　 　 豚 頭 290 10,917
肉 　 　 　 豚 頭 0 0
小 　 　 　 計 頭 8,802 1,141,049
種 雄 牛 頭 2 920
種 雄 馬 頭 3 970
小 　 　 　 計 頭 5 1,890
合 　 　 計 頭 8,807 1,142,939

家
畜
　
疾
病
傷
害
共
済

乳 用 牛 頭 2,200 115,683
肉 用 牛 頭 4,000 143,839
一 般 馬 頭 31 613
種 　 　 　 豚 頭 290 2,735
小 　 　 計 頭 6,521 262,870
種 雄 牛 頭 2 163
種 雄 馬 頭 3 69
小 　 　 計 頭 5 232
合 　 　 計 頭 6,526 263,102

家畜年度計 頭 47,725 5,851,638

共済目的等 引　　　受
本年度計画

共済金額
（千円） 共済目的等 引　　　受

本年度計画
共済金額
（千円）

共済目的等 引　　　受
本年度計画

共済金額
（千円）

平成30年度 組合基本方針
　
農
業
・
農
村
の
構
造
が
変
化
す
る
な
か
、
政
府
は
、「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」を
改
訂
し
、「
強

い
農
林
水
産
業
と
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
の
実
現

に
向
け
て
改
革
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
農
業

災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
農
業
共
済
制
度
と

収
入
保
険
制
度
に
よ
る
「
農
業
保
険
の
制
度
を
確
立
し
、

農
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
」を
目
的
と
し
た「
農

業
保
険
法
」
が
平
成
30
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
農
業
共

済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
を
取
扱
う
団
体
と
し
て
、
農
業

者
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
す
。
い
ま
ま
で
以
上
に
農

業
の
現
場
に
足
を
運
び
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」の
農

業
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
両
制
度
を
総
合
的
に
展

開
し
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
実
に
広
げ

る
べ
く
加
入
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
無
保
険
者
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
や
他
の
引
受
方

式
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
べ
く
普
及
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
業
務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
と
業
務
改
善

を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
よ
り
強

化
し
、
地
域
お
よ
び
農
業
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
し

て
一
層
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
、
次
の
事
項
を
重
点
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

す
。

　
（
一
）
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
の
推
進

　
（
二
）	

農
業
共
済
制
度
見
直
し
に
伴
う
加
入
推
進
体
制

の
確
立

　
（
三
）
損
害
防
止
活
動
の
今
後
の
展
開

　
（
四
）
普
及
広
報
活
動
の
展
開

　
（
五
）
組
織
体
制
の
強
化
と
整
備

平成30年度 業務収支予算

《支出》
合計

2,560,876

《収入》

（単位：千円）

その他の収入
336,219

事業勘定からの受入
（建物・農機具損害・
更新共済事務費）
507,458

受取利息
236,079

受託収入
（収入保険業務受託）
36,000

賦課金
136,390

受取補助金
1,294,765

前年度繰越金  13,965

その他の支出  76,159
損害防止費  67,412

損害評価費（報酬・旅費・会議費等）
38,438

施設費（リース料・維持経費等）
200,509

普及推進費（事業奨励・広報等）
133,767

業務費（報酬・システム委託等）
302,762

事務費
（通信・印刷・消耗品等）
135,733

人件費
1,606,096

平成30年度 事業計画（引受規模と補償額）

１	制度共済事業の規模

総共済金額（補償額）は、1兆5,132億円

２	任意共済事業の規模
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収入保険は、「掛け捨ての保険方式」と
「掛け捨てとならない積立方式」の組合せで補てんします!

例　水稲を経営する法人組織の構成員が
　　個人でりんごを栽培している場合

例　水稲を経営する任意組合（枝番方式）の構成員が
個人でりんごを栽培している場合

例　水稲を経営する任意組合（プール方式）の構成員
が個人でりんごを栽培している場合

７月から収入保険の
加入事前受付を開始しました

①
法
人
組
織

　
法
人
組
織
は
納
税
申
告
を
し
て
い
る
の
で
、
青
色
申
告
で
あ
れ
ば
収
入
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
構
成
員
が
法
人
組
織
と
は
別
に
農
産
物
の

生
産
販
売
が
あ
り
、
青
色
申
告
を
し
て
い
れ
ば
、
構
成
員
が
生
産
販
売
す
る
農
産

物
を
対
象
に
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
任
意
組
合

　
任
意
組
合
は
次
の
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
（
一
）	

枝
番
方
式
…
構
成
員
ご
と
に
、
農
産
物
の
作
付
面
積
、
収
穫
量
、
売
上
を

把
握
で
き
る
。

　
（
二
）	

プ
ー
ル
方
式
…
構
成
員
ご
と
に
、
農
産
物
の
作
付
面
積
、
収
穫
量
、
売
上

を
把
握
で
き
な
い
。

　
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
も
任
意
組
合
で
は
納
税
申
告
を
し
な
い
た
め
、
収
入
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
枝
番
方
式
の
構
成
員
が
青
色
申
告
を
し
て
い
れ
ば
、
任
意
組
合
で
取
り
組
む
農

産
物
及
び
任
意
組
合
と
は
別
に
取
り
組
む
農
産
物
で
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
プ
ー
ル
方
式
の
構
成
員
が
青
色
申
告
を
し
て
い
れ
ば
、
任
意
組
合
と
は
別
に
取

り
組
む
農
産
物
で
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
左
図
参
照
）

収入保険への
加入

収入保険に
加入できる品目

集落営農法人 ○ 水稲

構成員 ○ りんご

収入保険への
加入

収入保険に
加入できる品目

任意組合
（枝番方式） × —

構成員 ○ 水稲
りんご

収入保険への
加入

収入保険に
加入できる品目

任意組合
（プール方式） × —

構成員 ○ りんご

NOSAI長野ホームページでは、「収入保険と既存制度との比較シミュレーション」「基準収入の算定
シミュレーション」を公開しています。詳しくはホームページでご確認ください。
http://www.nosai-nagano.or.jp/

野菜価格安定制度（国）および野菜・きのこ・花き価格安定事業（県）のうち、

○「価格下落を補てんする事業」は
　「収入保険」と同時に加入することはできません。

○収入保険に加入する場合も、「野菜・きのこの出荷調整等の事業」は継続加入となります。
○収入保険を選択される方は、その旨をJAへも連絡ください。

野菜・きのこ・花きをJAへ出荷している皆様へ
平成31年からは

「収入保険」という新しい選択肢ができます!

≪収入保険への加入をお考えの方へお伝えしたいこと≫

•事故発生通知を行います。

○気象災害等による収入減少が見込まれる
　ときは…

•営農計画の変更申請を行います。

○作付品目を変更するときは…

■収入保険の加入手続きの流れ（個人の場合）

31年30年

４～５月２～３月
保険料・積立金の
追納、返納

加入申請年（30年分）の
収入の申告

⑤保険料・積立金の
　追納または返納
　されます。

④平成30年分の
　青色申告決算書等を
　提出します。

12月10月～11月
保険料・積立金の

納付加入申請

③保険料・積立金を
　納付します。

②加入申請内容の
　確認・確定を行い
ます。

７月～

加入事前受付

①加入事前受付を
　行います。

○用意していただく書類
•26年～29年の青色申告決算書
　（法人の場合は損益計算書）の写し
•経営面積を確認できる書類
•営農計画　ほか

集落営農組織の形態により
次のとおりとなります。A集落営農組織は収入保険に

加入することができますか?Q

※価格下落を補てんする野菜価格安定制度から収入保険に移っても、
・地域が産地要件を満たさなくなることはありません。
・JAの生産部会を脱退したり、出荷先を変更する必要はありません。

○「掛け捨て保険方式」の保険料率は、1.08％になりました。
○自動車保険と同様に、保険金の受取実績に応じて、翌年の
　保険料率が変動します。

基準収入が1,000万円の農業者は、加入1年目に30.3万円
（保険料7.8万円、積立金22.5万円）＋事務費2.2万円をご
用意いただき、収入保険に加入します。

加入１年目 ２年目以降

保　険　料
（掛捨て） 7.8万円

（7.8万円±α）
保険金の受取がなかった場合、保険料は
下がります。逆に保険金の受取があった
場合、保険料は上がります。

積　立　金
（掛捨てではない） 22.5万円

（22.5万円）
前年に積立金の取り崩しがなく、前年と
基準収入が変わらない場合、０万円。

事　務　費 2.2万円 2.1万円
合　　　計 32.5万円

危険段階区分 保険料率
（国庫補助後）

10 2.574％
9 1.578％
8 1.522％
7 1.467％
6 1.412％
5 1.356％
4 1.301％
3 1.246％
2 1.190％
1 1.135％
0 1.080％

−1 1.024％
−2 0.969％
−3 0.913％
−4 0.858％
−5 0.803％
−6 0.747％
−7 0.692％
−8 0.637％
−9 0.581％
−10 0.540％

農業者に用意いただく保険料等

※保険料には50％の国庫補助があります。保険料率1.08％は、保険方式の補償限度額が80％の場合の
料率です。

※積立金には75％の国庫補助があります。

NOSAIでは、収入保険に関する問い合わせ窓口を設置していますので、
お気軽に最寄りの地域センターへお問い合わせください。 ※保険方式の補償限度80％の場合

危険段階別の保険料率

例えば

NOSAI長野NOSAI長野 67



I N F O R M A T I O N

N O S A I 長 野 か ら の お 知 ら せ

　
近
年
、
長
野
県
内
外
で
震
度
５
弱
以
上
を
観

測
す
る
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
時
に
備
え
て
、
建
物
総
合
共
済
へ
の

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

①
地
震
の
補
償
割
合
拡
充

　
建
物
総
合
共
済
で
は
、
地
震
に
よ
る
損
害
の

補
償
割
合
を
従
来
の
30
％
か
ら
50
％
に
拡
充
し

ま
し
た
。

②
総
合
共
済
の
補
償
限
度
額
引
上
げ

　
建
物
総
合
共
済
で
加
入
で
き
る
最
高
限
度
額

を
、
こ
れ
ま
で
の
１
棟
当
た
り
２
０
０
０
万
円

か
ら
４
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

◆
募
集
す
る
職
種
／
一
般
職

　
（
農
業
保
険
法
に
基
づ
く
業
務
）

◆
採
用
予
定
人
員
／
若
干
名

◆
応
募
資
格

１　
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
か
つ
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
に
短
大
・
専
門
学
校
以
上
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者

２　

長
野
県
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

見
込
み
の
者
で
、
か
つ
県
内
勤
務
が

可
能
な
者

３　

普
通
運
転
免
許
以
上
取
得
、
ま
た

は
採
用
時
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

◆
申
込
み
方
法

１　

受
付
期
間
：
平
成
30
年
８
月
15
日

か
ら
９
月
14
日
（
当
日
消
印
有
効
）

２　
受
付
場
所
：
〒
３
８
０-

０
９
３
５

　
　
長
野
市
大
字
中
御
所
字
岡
田
79	 -

５

　
　
長
野
県
農
業
共
済
組
合

　
　
総
務
部
総
務
課

３　

受
付
時
間
：
土
、
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

４　

提
出
書
類
：
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
で
自
筆
、
写
真
添
付
）、
職
務
経
歴

書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
（
履
歴
書
等

は
返
却
し
ま
せ
ん
）

５　
そ
の
他
：

①
履
歴
書
の
欄
外
に
受
験
希
望
会
場
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
必
ず
連
絡
の
と
れ
る
携
帯
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
受
付
後
は
原
則
と
し
て
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
連
絡
し
ま
す
。
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
方
法

《
第
一
次
試
験（
筆
記
）》

①
日
時
：
平
成
30
年
９
月
29
日
㈯

　
午
後
１
時
か
ら
４
時
頃
ま
で

　
会
場
：
長
野
県
農
業
共
済
組
合
本
所

ま
た
は
中
信
地
域
セ
ン
タ
ー

②
日
時
：
平
成
30
年
９
月
30
日
㈰

　
午
後
１
時
か
ら
４
時
頃
ま
で

　
会
場
：
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

南
信
地
域
セ
ン
タ
ー

　

試
験
内
容
：
一
般
教
養
試
験
、
適
性

試
験
、
論
文
試
験

　
対
象
者
：
書
類
選
考
を
通
過
し
た
者

《
第
二
次
試
験（
面
接
）》

　
期
日
：
平
成
30
年
10
月
21
日
㈰

　
会
場
：
長
野
県
農
業
共
済
組
合
本
所

　
対
象
者
：
第
一
次
試
験
の
合
格
者

◆
合
格
発
表
／
10
月
31
日
㈬

◆
待
遇
／
長
野
県
職
員
に
準
じ
た
本
組

合
の
規
則
に
よ
る
。

　
［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

　
長
野
県
農
業
共
済
組
合

　
総
務
部
総
務
課

　
☎
０
２
６-

２
１
７-

５
８
０
０

◆
募
集
要
項

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
職
員
募
集
要
項
」

を
掲
載

建
物
総
合
共
済
の

地
震
災
害
の
補
償
が

拡
充
し
ま
し
た

新任職員の紹介

平
成
31
年
度 

採
用
職
員
の
募
集
を
し
ま
す

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

「
電
話
に
出
な
い
！
」

「
電
話
を
し
な
い
！
」

■
県
内
の
平
成
30
年
４
月
末
の

　
特
殊
詐
欺
被
害
状
況

○
認
知
件
数　
52
件

　
（
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
15
件
）

〇
被
害
額　
１
億
１
４
９
３
万
円
余

　
（	

前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
３
５
０
３
万

円
余
）

　
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
認
知
件
数

は
減
少
し
た
も
の
の
、
被
害
額
は
増
加

し
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

★
常
時
留
守
番
電
話
設
定
に

　
し
ま
し
ょ
う
！

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
最
初
の
電
話
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
宅
の
固
定
電
話

に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
犯
人
と

直
接
話
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

常
に
留
守
番
電
話
に
設
定

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
さ

な
い
人
の
電
話
に
は
出
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
警
察
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
の
食
べ
た

イ
チ
ゴ
は
日
本
か
ら
流
出
し
た

…
甘
い
日
本
だ
ね
。

　
　
　
　

		　
佐
久
市	

Ｉ
さ
ん

　
農
業
は
高
齢
で
田
畑
へ
は
出

掛
け
ま
す
が
、
監
督
で
す
。
嫌

わ
れ
ま
す
が
、
健
康
の
た
め
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

		

上
田
市	
Ｏ
さ
ん

　
初
孫
が
１
歳
に
な
り
家
の
中

は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
…
階
段

危
険（
笑
）。		

千
曲
市	

Ｕ
さ
ん

　
野
菜
、
農
業
大
好
き
ば
あ
さ

ん
で
す
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る

農
業
は
保
険
制
度
が
大
切
と
思

い
ま
す
。		　
茅
野
市	

Ｋ
さ
ん

　
農
業
は
好
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
暖
か
く
な
り
こ
の
時
期
に

な
る
と
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
ま

せ
ん
。　

		

富
士
見
町	

Ｕ
さ
ん

　
収
入
保
険
と
既
存
制
度
、
と

て
も
気
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

		　
松
本
市	

Ｉ
さ
ん

　
長
野
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら

せ
の
記
事
、
農
作
業
車
の
交
通

事
故
は
70
歳
以
上
が
７
割
、
と

の
記
事
を
拝
読
し
70
歳
に
な
っ

た
ば
か
り
で
ハ
ッ
と
し
気
持
ち

を
引
き
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
“
危
険
段
階
”
で
す
。

　
　
　

		　
小
布
施
町	

Ｓ
さ
ん

— 	読者のみなさんのお声 	—

■長野県周辺で発生した主な地震

発生年 地震名 県内で震度５弱以上を
記録した観測点名

平成16年 新潟県中越地震 飯綱町

平成19年 新潟県中越沖地震 中野市、飯山市、
信濃町、飯綱町

平成23年
東北地方太平洋沖地震 佐久市、南牧村
長野県北部地震 野沢温泉村、栄村
長野県中部地震 松本市

平成26年 長野県神城断層地震 長野市、白馬村、大町市
小谷村、信濃町、小川村

平成29年 長野県南部の地震 木曽町、王滝村

平成30年 長野県北部の地震
長野市、大町市、小川村
栄村

本
所 

総
務
部
総
務
課

竹た
け
だ田	

佑ゆ

う

な
有
菜

　

キ
ラ
キ
ラ
光
る
雪
解
け
水
の
傍
に
見
つ
け

た
早
春
花
の
よ
う
に
、
人
を
ホ
ッ
と
さ
せ
る

子
に
、
と
願
い
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

木
曽
支
所

宮み
や
た田	

和か
ず
の
り典

　

人
と
人
と
心
を
合
わ
せ
、
賢
さ
と
穏
や
か

さ
を
持
っ
て
生
き
て
、
す
べ
て
を
尊
び
、
人

か
ら
尊
ば
れ
る
人
間
に
な
る
よ
う
に
、
と
い

う
両
親
の
思
い
か
ら
で
す
。

本
所 

事
業
部
事
業
第
一
課

寺て
ら
し
ま島	

蕗ふ
き
こ子

　

私
が
産
声
を
上
げ
た
時
、
窓
か
ら
見
え
た

野
に
咲
く
蕗ふ
き

の
と
う
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

松
塩
筑
支
所

蜜み
つ
ざ
わ澤	

早さ

き紀

　

響
き
が
好
き
で
つ
け
た
そ
う
で
す
。
漢
字

は
高
岡
早
紀
さ
ん
か
ら
。
高
岡
早
紀
さ
ん
の

よ
う
に
美
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

総
務
課

金か
な
い井	

貴よ
し
こ子

　

素
直
な
よ
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
「
よ

し
こ
」。
貴と
う
とい

子
と
い
う
意
味
で
「
貴
子
」
の

漢
字
に
な
り
ま
し
た
。

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

北
ア
ル
プ
ス
支
所

飯い
い
づ
か塚	

亮り
ょ
う

　

真
、
正
し
く
、
明
る
く
成
長
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
命
名
し
た
そ
う
で
す
。

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

事
業
第
二
課

牛う
し
ご
え越	

貴た
か
ひ
ろ大

　
「
誰
か
ら
も
好
か
れ
、
優
し
く
穏
や
か
で

伸
び
伸
び
と
大
き
な
人
間
に
な
れ
る
よ
う

に
」
と
祖
母
が
つ
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

事
業
第
二
課

萩は
ぎ
わ
ら原	

昭あ
き
ひ
と仁

　

生
ま
れ
た
当
時
の
元
号
で
あ
り
、
長
く
続

く
年
代
と
な
っ
て
い
た
「
昭
和
」
か
ら
一
字

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

南
部
家
畜
診
療
所

長は
せ
が
わ

谷
川	

勇ゆ
う
す
け輔

　

お
そ
ら
く
勇
敢
な
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

の
想
い
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

事
業
第
三
課

早は
や
か
わ川	

恭た
か
ひ
ろ弘

　

私
の
名
前
の
由
来
は
祖
父
か
ら
一
字
い
た

だ
き
、
兄
２
人
も
「
弘
」
が
つ
く
の
で
、
私

も
合
わ
せ
て
「
弘
」
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に

ご
注
意
を
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺
増
加

今年度10名の新たな仲間が増えました。自身の名前の由来を教えてもらいました。
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依
田　
夏
雄
（
監
理
室
長
）

堀　
　
寿
彦
（
監
理
室	

専
門
幹	

兼	

室
長
補
佐	

兼	　
　
　

監
理
係
長
）

中
村　
光
男
（
総
務
部
長	

兼	

総
務
課
長
）

齊
藤　
英
喜
（
総
務
部	

総
務
課	

専
門
幹	

兼	

課
長
補
佐	　

兼	

庶
務
係
長
）

吉
澤　
進
子
（
総
務
部	

総
務
課	

専
門
幹	

兼	

課
長
補
佐	　

兼	

人
事
係
長
）

頓
所　
　
勇
（
総
務
部	

経
理
課
長	

兼	

財
務
係
長
）

工
藤　
和
則
（
総
務
部	

企
画
情
報
課
長
）

龍
野　
和
男
（
総
務
部	

企
画
情
報
課	

専
門
幹	

兼	　
　
　

課
長
補
佐	

兼	

企
画
係
長
）

石
谷　
博
幸
（
総
務
部	

企
画
情
報
課	

課
長
補
佐	

兼	　
　

シ
ス
テ
ム
運
用
係
長
）

和
田　
光
子
（
総
務
部	

企
画
情
報
課	

広
報
係
長
）

佐
々
木
幸
浩
（
総
務
部	

企
画
情
報
課	

シ
ス
テ
ム
運
用
係
）

宮
澤　
哲
弘
（
事
業
部	

事
業
第
一
課
長
）

久
保　
賢
一
（
事
業
部	

事
業
第
一
課	

専
門
幹	

兼	　
　
　

課
長
補
佐	

兼	

果
樹
係
長
）

松
尾　
裕
太
（
事
業
部	

事
業
第
一
課	

果
樹
係
）

桑
原　
之
博
（
事
業
部	

事
業
第
二
課	

課
長
補
佐	

兼	　
　

園
芸
施
設
係
長	

兼	

家
畜
係
）

高
橋　
義
浩
（
事
業
部	

事
業
第
二
課	

家
畜
係
長
）

渡
邉　
正
之
（
事
業
部	

事
業
第
二
課	

園
芸
施
設
係
）

北
村　
純
夫
（
事
業
部	

事
業
第
三
課
長
）

植
田　
雅
夫
（
事
業
部	

事
業
第
三
課	

専
門
幹	

兼	　
　
　

課
長
補
佐	

兼	

建
物
農
機
具
係
長
）

後
藤　
　
求
（
事
業
部	

事
業
第
三
課	

収
入
保
険
係
長
）

加
藤　
昭
太
（
事
業
部	

事
業
第
三
課	

収
入
保
険
係
）

　
■
新
規
採
用
職
員

竹
田
佑
有
菜
（
総
務
部	

総
務
課	

庶
務
係
）

寺
島　
蕗
子
（
事
業
部	

事
業
第
一
課	

農
作
物
係	

兼	　
　

畑
作
物
係
）

　
■
出
向
職
員

浅
沼　
　
明
（
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
）

原　
　
　
亨
（
総
務
課
長	
兼	

経
理
係
長
）

渡
邊　
英
樹
（
総
務
課	
庶
務
係
長
）

山
本　
　
南
（
総
務
課	

庶
務
係
）

南
澤　
　
進
（
事
業
第
一
課
長	
兼	
畑
作
物
係
長
）

白
井　
睦
雄
（
事
業
第
一
課	

専
門
幹	
兼	
課
長
補
佐	

兼	　

家
畜
係
長
）

岡
部　
貞
幸
（
事
業
第
一
課	

農
作
物
係
長
）

宮
澤　
弘
治
（
事
業
第
二
課	

果
樹
係
長
）

市
川　
雅
志
（
事
業
第
二
課	

果
樹
係
）

齊
藤　
教
夫
（
事
業
第
三
課	

専
門
幹	

兼	

課
長
補
佐	

兼	　

建
物
農
機
具
管
理
係
長
）

岩
下　
　
勇
（
事
業
第
三
課	

収
入
保
険
係
長
）

依
田　
千
昭
（
南
佐
久
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
担
当
）

桜
井　
康
民
（
南
佐
久
支
所	

事
業
係
長
）

市
川　
　
力
（
南
部
家
畜
診
療
所	

所
長
補
佐	

兼	　
　
　

診
療
指
導
係
長
）

三
浦　
善
秀
（
上
小
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
担
当
）

土
屋　
　
要
（
更
埴
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
担
当
）

坂
口
麻
里
子
（
更
埴
支
所	

事
業
係
長
）

　
■
新
規
採
用
職
員

金
井　
貴
子
（
総
務
課	

経
理
係
）

牛
越　
貴
大
（
事
業
第
二
課	

果
樹
係	

兼	

園
芸
施
設
係
）

長
谷
川
勇
輔
（
南
部
家
畜
診
療
所	

診
療
指
導
係
）

　
■
再
雇
用
職
員

駒
村　
啓
一
（
事
業
第
一
課	

農
作
物
係
）

広
瀬　
和
彦
（
セ
ン
タ
ー
長	

兼	

総
務
課
長
）

佐
々
木　
徹
（
総
務
課	

専
門
幹	

兼	

課
長
補
佐	

兼	　
　
　

庶
務
係
長
）

平
岩　
則
之
（
事
業
課
長	

兼	

農
畑
作
物
係
長
）

小
林　
和
輝
（
事
業
課	

専
門
幹	

兼	

課
長
補
佐	

兼	　
　
　

収
入
保
険
係
長
）

髙
谷　
正
紀
（
事
業
課	

家
畜
・
建
物
農
機
具
係
長
）

井
口　
慎
治
（
諏
訪
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
係
長
）

冨
永　
久
夫
（
上
伊
那
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
係
長
）

鎌
倉　
正
和
（
上
伊
那
支
所	

専
門
幹	

兼	

支
所
長
補
佐	　

兼	

家
畜
係
）

佐
々
木
健
児
（
上
伊
那
支
所	

専
門
幹	

兼	

支
所
長
補
佐	

兼	

果
樹
係
）

代
田　
健
治
（
上
伊
那
支
所	

農
畑
作
物
係
）

北
原　
　
穣
（
下
伊
那
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
係
長
）

宮
内
喜
久
夫
（
下
伊
那
支
所	

果
樹
係
長
）

木
下　
　
学
（
下
伊
那
支
所	

果
樹
係
）

寺
沢　
直
樹
（
下
伊
那
支
所	

建
物
農
機
具
係
）

　
■
再
雇
用
職
員

花
岡　
和
徳
（
諏
訪
支
所	

果
樹
・
園
芸
施
設
係
）

中
村　
和
徳
（
セ
ン
タ
ー
長	

兼	

総
務
課
長
）

森　
　
彩
香
（
総
務
課	

庶
務
係	

兼	

経
理
係
）

太
田　
公
一
（
事
業
課
長	

兼	

収
入
保
険
係
長
）

太
田　
剛
司
（
事
業
課	

課
長
補
佐	

兼	

家
畜
・
果
樹
係
長	

兼	

収
入
保
険
係
）

長
渡　
一
典
（
事
業
課	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・　
　
　

建
物
農
機
具
係
長
）

田
中　
一
夫
（
木
曽
支
所
長	

兼	

家
畜
・
果
樹
・
農
機
具
係
長	

兼	

収
入
保
険
係
長
）

上
條　
光
一
（
木
曽
支
所	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・　
　

建
物
係
長	

兼	

収
入
保
険
係
）

野
尻　
勝
雅
（
木
曽
支
所	

家
畜
・
果
樹
・
農
機
具
係
）

丸
山　
将
司
（
木
曽
支
所	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・
建
物
係
）

仲
田　
　
覚
（
南
部
家
畜
診
療
所
長	

兼	

庶
務
係
長	

兼	

診

療
指
導
係
長
）

林　
　
憲
良
（
松
塩
筑
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
係
長
）

逸
見　
忠
志
（
松
塩
筑
支
所	

支
所
長
補
佐	

兼	

農
畑
作
物
・

園
芸
施
設
・
建
物
農
機
具
係
長	

兼	　
　
　

収
入
保
険
係
）

上
條　
克
之
（
松
塩
筑
支
所	

家
畜
・
果
樹
係
長
）

森
口　
雄
也
（
松
塩
筑
支
所	

家
畜
・
果
樹
係
）

降
籏　
大
和
（
松
塩
筑
支
所	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・　

建
物
農
機
具
係
）

岩
井　
正
樹
（
安
曇
野
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
係
長	　
　

中
北
部
家
畜
診
療
所
長	

兼	

庶
務
係
長	

兼	

診
療
指
導
係
長
）

三
沢　
谷
夫
（
安
曇
野
支
所	

支
所
長
補
佐	

兼	

家
畜
・　

果
樹
係
長	

兼	

収
入
保
険
係
）

宮
澤　
厚
子
（
安
曇
野
支
所	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・　

建
物
農
機
具
係
長
）

宮
坂　
　
昇
（
安
曇
野
支
所	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・　

建
物
農
機
具
係
）

松
澤　
良
真
（
安
曇
野
支
所	

家
畜
・
果
樹
係
）

両
角　
勝
雅
（
北
ア
ル
プ
ス
支
所
長	

兼	

収
入
保
険
係
長		

兼	

家
畜
・
果
樹
・
園
芸
施
設
係
長
）

滝
沢　
　
勉
（
北
ア
ル
プ
ス
支
所	

支
所
長
補
佐	

兼	　
　

農
畑
作
物
・
建
物
農
機
具
係
長	

兼	　
　
　

収
入
保
険
係
）

百
瀬　
文
香
（
北
ア
ル
プ
ス
支
所	

農
畑
作
物
・　
　
　
　

建
物
農
機
具
係
）

　
■
新
規
採
用
職
員

宮
田　
和
典
（
木
曽
支
所	

家
畜
・
果
樹
・
農
機
具
係
）

蜜
澤　
早
紀
（
松
塩
筑
支
所	

農
畑
作
物
・
園
芸
施
設
・　

建
物
農
機
具
係
）

飯
塚　
　
亮
（
北
ア
ル
プ
ス
支
所	

家
畜
・
果
樹
・　
　
　

園
芸
施
設
係
）

増
田　
善
行
（
総
務
課
長	

兼	

庶
務
係
長	

兼	

経
理
係
長
）

大
日
方
秀
次
（
事
業
第
一
課	

課
長
補
佐	

兼	　
　
　
　
　

農
畑
作
物
係
長
）

福
沢　
千
鶴
（
事
業
第
一
課	

園
芸
施
設
係
長
）

勝
山　
真
樹
（
事
業
第
一
課	

農
畑
作
物
係
）

江
尻　
広
樹
（
事
業
第
二
課	

果
樹
係
長
）

佐
藤　
正
人
（
事
業
第
三
課
長
）

鈴
木　
昭
男
（
事
業
第
三
課	

建
物
農
機
具
係
長	

兼	　
　

収
入
保
険
係
長
）

宮
﨑　
　
梓
（
事
業
第
三
課	

建
物
農
機
具
係	

兼	　
　
　

収
入
保
険
係
）

佐
藤　
友
吾
（
家
畜
診
療
所	
所
長
補
佐	

兼	　
　
　
　
　

診
療
指
導
係
長	
兼	
庶
務
係
長
）

　
■
新
規
採
用
職
員

萩
原　
昭
仁
（
事
業
第
二
課	

果
樹
係
）

早
川　
恭
弘
（
事
業
第
三
課	

建
物
農
機
具
係	
兼	　
　
　

収
入
保
険
係
）

松
沢　
　
亨
（
副
参
事	

兼	

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長	

兼	　

総
務
課
長
）

花
岡　
和
徳
（
南
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長	

兼	

総
務
課
長
）

丸
山　
達
朗
（
中
信
地
域
セ
ン
タ
ー	

安
曇
野
支
所
長	

兼	

中
北
部
家
畜
診
療
所
長
）

楢
原　
正
明
（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー	

上
小
支
所
長
）

駒
村　
啓
一
（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー	

事
業
第
一
課	　
　
　

専
門
幹	

兼	

課
長
補
佐
）

小
林　
義
記
（
北
信
地
域
セ
ン
タ
ー	

事
業
第
二
課	　
　
　

家
畜
係
）

宮
原
ゆ
か
り
（
北
信
地
域
セ
ン
タ
ー	

事
業
第
一
課	　
　
　

畑
作
物
係
長
）

増
田　
光
輝
（
本
所	

事
業
第
二
課	

建
物
農
機
具
係
長
）

丸
山　
浩
平
（
南
信
地
域
セ
ン
タ
ー	

下
伊
那
支
所	　
　
　

果
樹
係
長
）

人
事
異
動

４
月
１
日
付　
（　
）
内
は
異
動
先

本
所

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー

南
信
地
域
セ
ン
タ
ー

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー

退
職
者　
　
　

		　
３
月
31
日
付　
（　
）内
は
前
職

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー

　

４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
合
併
２
年
目
で
本
所
に
監
理
室
と
収
入

保
険
制
度
を
担
当
す
る
事
業
第
三
課
を
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
支
所
に
収
入
保

険
係（
担
当
）を
設
置
し
ま
し
た
。
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組合員からのメッセージ 私たちの取り組み事例
　
今
年
３
月
か
ら「
小
布
施
牧
場
」を
設

立
し
、
小
布
施
町
で
10
数
頭
の
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
を
飼
育
し
始
め
ま
し
た
。
田
園

風
景
が
広
が
る
こ
の
町
で
、
人
と
牛
の

距
離
が
近
い
酪
農
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
酪
農
を
学
び
、
卒
業
し
て
か

ら
県
内
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
農
場

に
就
労
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
飼
育
方
法
を
取
り
入
れ
、
堆
肥
を

使
っ
て
飼
料
を
栽
培
す
る
循
環
型
の
牧

場
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
牧
草
や
稲
ワ
ラ
な
ど
、
飼
料
は
町
で

栽
培
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
使
っ
て
い
ま

す
。
飼
料
に
培
養
し
た
微
生
物
を
混
ぜ

６
０
０
時
間
発
酵
さ
せ
て
か
ら
与
え
て

い
ま
す
。
牛
の
腸
内
を
整
え
る
こ
と
で
、

フ
ン
も
嫌
な
臭
い
が
し
ま
せ
ん
。

　
飼
料
を
す
べ
て
自
給
で
き
る
よ
う
に

栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
栽
培

や
放
牧
に
使
う
土
地
は
離
農
さ
れ
た
方

な
ど
か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
牧
場
経
営

を
す
る
こ
と
で
、
遊
休
地
の
利
用
方
法

の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
広
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　
搾
っ
た
乳
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
チ
ー
ズ

に
加
工
し
て
自
社
経
営
店「m

ilgreen

」

で
販
売
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
園
芸
ハ
ウ
ス
８
棟
約
25
㌃
で
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫

時
期
は
６
月
中
旬
か
ら
11
月
末
で
、
30

万
本
の
出
荷
量
を
目
標
に
12
品
種
を
栽

培
し
、
名
古
屋
を
中
心
に
全
国
５
ヶ
所

の
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
花
農
家
だ
っ
た
両
親
の
影
響
で
20
代

に
就
農
し
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
束
ね

る
作
業
と
芽
か
き
以
外
は
、
一
人
で
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で

を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
暑
さ
に
弱
く
夏

場
は
高
温
障
害
が
出
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
水
を
ま
く
回
数
を
増
や
し
た
り
、

遮
光
材
を
使
っ
た
り
し
て
対
策
し
ま
す
。

　
一
人
で
管
理
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
生

育
状
況
が
わ
か
り
、
病
害
虫
に
よ
る
被

害
を
早
期
に
防
い
だ
り
、
花
の
形
を
揃

え
る
作
業
、
花
の
選
別
な
ど
の
作
業
が

均
等
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
自
分
で
規
格
を
判
断
し
て
い
る
た
め
、

花
の
品
質
の
良
し
悪
し
を
正
確
に
見
分

け
て
、
規
格
に
見
合
っ
た
出
荷
を
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
仲
買
、
小
売
、
消

費
者
な
ど
と
の
信
頼
関
係
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
変
え

ず
に
効
率
よ
く
栽
培
し
て
収
入
増
加
を

目
指
し
た
い
で
す
。

　

繁
殖
和
牛
の
飼
育
を
始
め
て
48
年
。

家
族
３
人
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
１
人
の
計

４
人
で
、
親
牛
89
頭
、
子
牛
14
頭
、
肥

育
牛
19
頭
の
飼
育
を
し
て
い
ま
す
。

　
始
め
た
頃
は
飼
養
管
理
方
法
の
未
熟

か
ら
、
45
万
円
で
買
っ
た
子
牛
を
19
万

円
で
売
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
２
年
は
高
値
で
売
れ
て
い

て
大
い
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、

高
額
で
血
統
の
い
い
母
牛
を
買
い
ま
し

た
。

　
毎
日
牛
を
見
て
い
ま
す
が
、
特
に
子

牛
の
健
康
管
理
が
大
切
な
の
で
、
夜
の

９
時
か
ら
10
時
に
は
必
ず
畜
舎
に
行
き

一
頭
一
頭
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
お
産
を
す
る
と
き
は
気
を
遣
い
、

広
い
分
娩
房
に
入
れ
て
ス
ト
レ
ス
の
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
な
ぜ
か
今
ま
で
少
な
か
っ
た
下
痢
、

白
痢
が
出
て
い
て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣
医

さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

機
械
に
は
お
金
は
か
か
り
ま
す
が
、

自
給
飼
料
に
こ
だ
わ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
10
㌶
、
牧
草
15
㌶
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
計
画
的
に
出
荷
し
て
い
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
年
を
と
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
息
子
に

は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
健
康
に
注
意

し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
昨
年
10
㌃
３
連
棟
の
ハ
ウ
ス
を
新
築

し
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
大

学
の
農
学
部
で
学
ん
だ
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

培
地
の
溶
液
栽
培
を
行
い
、
加
温
し
て

６
月
か
ら
12
月
に
収
穫
し
て
い
ま
す
。

出
荷
先
は
中
京
方
面
が
中
心
で
す
が
、

地
元
の
観
光
施
設
で
の
販
売
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
12
㌃
の
ハ
ウ
ス
を
新
築
中
で

規
模
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の

土
地
に
合
っ
た
温
度
管
理
や
低
農
薬
を

研
究
し
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ト
マ
ト
の
味
を
追
求

し
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
地
域
の
特
産
品
に

し
た
い
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
学
生
時
代
か
ら
地
元
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
戻
っ
て
き
た

の
で
、
農
業
法
人
化
し
て
若
い
人
が
地

元
に
帰
っ
て
き
て
働
け
る
魅
力
あ
る
環

境
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
を
地
域
の
特
産
に
！

牧
場
経
営
で
、

遊
休
地
利
活
用
の
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
い
！

仲
買
、
小
売
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
と
の

信
頼
関
係
を
大
切
に
！

根羽村

小こ
ば
や
し林	

智と
も
お雄

さ
ん（
27
歳
）

小布施町

木き
の
し
た下	

荒こ
う
や野

さ
ん（
29
歳
）

小海町

篠し
の
は
ら原	

勝か
つ
と人

さ
ん（
80
歳
）

松本市

今い
ま
い井	

淳あ
つ
しさ

ん（
45
歳
）

病害虫対策では、早めの消毒、発見後の駆除に気をつかう

夏までにここへ柵を作り放牧する予定です まもなく収穫時期をむかえるロックウール栽培のトマト

くつろぐ母牛

毎
晩
必
ず
顔
を
見
て
、

一
頭
一
頭
世
話
を
し
て
い
ま
す
！
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忠
恩
寺

称
念
寺
妙
専
寺

光
蓮
寺

常
福
寺
西
念
寺

本
光
寺
妙
専
寺

明
昌
寺

飯山城址公園

展
示
試
作
館

（
純
金
極
楽
ト
イ
レ
）

高橋まゆみ人形館

ぶらり広場

飯山市役所

千　曲　川

仲町交番

警察署

飯山市伝統産業会館
飯山市美術館

真宗寺
西来寺

蓮證寺

西敬寺
慶宗寺

大輪院

正受庵

飯山手すき和紙体験工房

飯山赤十字病院

飯山市ふるさと館

文化交流館
なちゅら

飯山シャンツェ
（ジャンプ台）

善覚寺本学寺

大
黒
天

弁
財
天

福
禄
寿

毘
沙
門
天

寿
老
人

布
袋
尊

117

JR飯山線

北陸新幹線

大
聖
寺

英
岩
寺

飯笠山神社
恵比寿大神

信越自然郷
飯山駅観光案内所

飯山駅
北飯山駅

寺巡りシーズン／4月中旬～11月中旬
（冬期間、寺巡り遊歩道は利用できません。）

寺巡り遊歩道

　
飯
山
市
街
地
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
ほ
ど
寺

社
が
密
集
し
て
お
り
、
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら

「
雪
国
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
城
下
町
の
防
備
を
強
化
す
る

た
め
、
城
下
西
方
の
丘
陵
一
帯
に
寺
社
を
招
致
し

た
こ
と
か
ら
、
特
徴
的
な
街
並
み
が
形
成
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
寺
社
を
繋
ぐ
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
「
寺
巡
り

遊
歩
道
」
を
た
ど
り
な
が
ら
散
策
し
、
由
緒
あ
る

寺
社
を
参
拝
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
北
安
曇
郡
松
川
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
黒
豆
の
「
玉た

ま
だ
い
こ
く

大
黒
」
は
、

丹
波
黒
豆
を
原
品
種
に
長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
で
、「
丹
波
黒
」

に
「
東
山
１
４
０
号
」
を
交
配
し
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
病
に
対
し
て
抵
抗
性
が
強
く
、
粒

形
は
球
状
、
極
大
粒
に
分
類
さ
れ
る
早
熟
の
早
生
種
で
す
。
豊
か

な
土
づ
く
り
と
、
減
農
薬
・
有
機
肥
料
栽
培
で
、
他
県
に
比
べ
審

査
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
長
野
県
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
取

得
し
た
生
産
者
が
、
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
安
心
安
全
な
黒
豆
で

す
。
平
成
25
年
男
性
長
寿
日
本
一
の
松
川
村
に
ち
な
ん
で
「
ま
つ

か
わ
福
寿
黒
豆
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
黒
豆
は
、
長
野
県
大
北

地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
畜
産
物
が
対
象
と
な
る
北
ア
ル
プ
ス

山
麓
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
味
は
と
て
も
上
品
な
甘
み
と
コ
ク
が
あ
り
、
遠
方
か
ら
の

注
文
や
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
数
い
ま
す
。
き
な
粉
や
豆
菓
子
な
ど
の

原
料
の
他
、
近
年
、
黒
豆
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
煮
豆
は
も
ち
ろ
ん
黒
豆
茶
が
お
す
す
め
で
す
。
種
皮
に

含
ま
れ
る
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
水
に
溶
け
や

す
く
熱
に
強
く
、
煮
出
し
た
と
き
に
出
る
泡
は
灰
汁
で
は
な
く
脂

質
の
代
謝
を
促
す
サ
ポ
ニ
ン
で
す
。
ま
た
各
種
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ

ミ
ン
も
含
む
の
で
、
煮
出
し
た
後
の
黒
豆
も
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
栄
養
を
ま
る
ご
と
吸
収
で
き
ま
す
。

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や
メ
タ
ボ
改
善
、
血
糖
値
の
改
善
、
冷
え

や
む
く
み
の
症
状
改
善
な
ど
、
い
い
こ
と
ず
く
め
の
黒
豆
で
す
。

　
「
ガ
レ
ッ
ト
」は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方

の“
薄
く
て
丸
い
形
を
し
た
”
料
理
や
お
菓
子
を
総
称

す
る
郷
土
料
理
で
す
が
、
日
本
で
は
、
そ
ば
粉
を
使
っ

て
焼
い
た
ク
レ
ー
プ
状
の
料
理
を
、一
般
的
に「
ガ
レ
ッ

ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
信
州
伊
那
谷
ガ
レ
ッ
ト
」は
、

上
伊
那
産
の
そ
ば
粉
と
、
そ
ば
粉
以
外
に
上
伊
那
産
の

食
材
を
１
つ
以
上
盛
り
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

２
つ
の
ア
ル
プ
ス（
中
央
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
）

に
囲
ま
れ
て
形
成
さ
れ
た
地
形
や
気
温
は
、
そ
ば
の
生

育
に
非
常
に
適
し
て
お
り
、
上
伊
那
地
域
は
日
本
屈
指

の
そ
ば
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
打
ち
そ
ば
の
名

店
も
数
多
い
伊
那
谷
で
は
、
２
０
１
６
年
秋
に
誕
生
し

た「
信
州
伊
那
谷
ガ
レ
ッ
ト
」が
、
新
し
い「
そ
ば
」の

定
番
と
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

材料（2人分）
〈生地〉
★そば粉…100ｇ
★塩…小さじ１/4
★水…200㏄
★溶き卵…全卵１個分
〈具材〉
★ベーコンまたはハム…２枚
★ピザ用チーズ…ガレット１枚につき大さじ１〜２
★卵…２個
★その他…茹でたほうれん草やきのこなど、お好みで

上伊那

「信州伊那谷ガレット」

玉た

ま

だ

い

こ

く

大
黒

個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）が適切に管理いたします。賞品の発
送、広報紙への読者の声の掲載のためにご記入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際しては、個人情報の提供に
同意した上でご応募ください。●賞品または抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

■	

当
選
者
発
表

	

正
解
者
４
１
６
通
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

	

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
図
書
カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
進
呈
し
ま
す
。

上の文字を組み合わせて
言葉を完成させてください。

答え  □□□□□□

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
          クイズ係

62円切手
をお貼り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え
□□□□
郵便番号・住所・氏名・年齢・
電話番号をご記入ください。
※取り上げてほしい記事や感

想、いろいろなおたよりを
お待ちしています。

（うら面）

い
い
や
ま
寺
巡
り

飯
山
市

小
海
町	

井
出
富
美
子
さ
ん

小
諸
市	

土
屋　
武
雄
さ
ん

小
諸
市	

相
場　
　
強
さ
ん

佐
久
市	

渡
辺　
紗
世
さ
ん

佐
久
市	

浅
川　
暖
奈
さ
ん

佐
久
市	

桜
山　
　
昇
さ
ん

上
田
市	

曲
尾　
英
行
さ
ん

上
田
市	

深
井　
宏
美
さ
ん

上
田
市	

小
松　
敏
悦
さ
ん

東
御
市	

小
野
沢
さ
き
子
さ
ん

千
曲
市	

西
澤　
　
明
さ
ん

千
曲
市	

横
田　
茂
悦
さ
ん

坂
城
町	

宮
沢　
玉
平
さ
ん

原　
　
村	

菊
池　
こ
の
さ
ん

茅
野
市	

矢
島
ミ
ツ
子
さ
ん

富
士
見
町	

植
松　
光
明
さ
ん

箕
輪
町	

根
橋　
三
恵
さ
ん

南
箕
輪
村	

高
木　
敏
子
さ
ん

飯
田
市	

沢
柳
ま
さ
子
さ
ん

飯
田
市	

関
口　
俊
江
さ
ん

阿
南
町	

伊
藤
由
美
子
さ
ん

南
木
曽
町	

日
室　
麻
衣
さ
ん

松
本
市	

岩
間
栄
美
子
さ
ん

松
本
市	

開
島
明
日
香
さ
ん

松
本
市	

青
木　
栄
子
さ
ん

松
本
市	

上
條　
朱
実
さ
ん

塩
尻
市	

北
沢　
富
広
さ
ん

麻
績
村	

飯
森　
清
子
さ
ん

安
曇
野
市	

永
井　
雅
男
さ
ん

安
曇
野
市	

久
保
田
美
佐
夫
さ
ん

安
曇
野
市	

中
島　
和
子
さ
ん

松
川
村	

梨
子
田
明
子
さ
ん

池
田
町	

熊
井
美
知
子
さ
ん

飯
山
市	

岩
上　
敦
子
さ
ん

中
野
市	

小
田
切
勝
利
さ
ん

中
野
市	

古
川　
忠
雄
さ
ん

須
坂
市	

依
田
さ
つ
い
さ
ん

長
野
市	

宮
岡　
道
子
さ
ん

長
野
市	

林　
　
清
昭
さ
ん

飯
綱
町	

早
川
富
美
子
さ
ん

■応募方法
記入例

（ハガキで応募
してください）

■締め切りは、平成30年8月31日（金）必着
■正解者の中から抽選で40名様に図書カード（1,000円分）を進呈します。
■	クイズの正解と当選者の氏名・市町村名は、「NOSAIながの」秋号の紙面に
て発表します。

■	

前
号
の
答
え
：

階
段
険
危

つくり方
①ボウルにそば粉、塩を入れてかるく混ぜ
る。水と溶き卵を一度に全量入れ、泡立
て器で練らないように溶く。なめらかに
なったらラップをして、1時間〜1晩、生
地を寝かせる。

②具材のベーコンは中火で焼き色が付くま
で焼く。お好みでのせる具材は食べやす
い大きさにする。火の通りにくい具材は
下茹でをしておく。

③フライパンを熱してサラダ油を引き、お
玉１杯くらいの生地を流し入れ、素早く
のばす。火力は最後まで中火で。

④表面が乾いてきたら具材の半量を中央に
のせる。具材が土手になるように真ん中
を凹ませ、卵を１つ落とす。皮がパリッ
としたら具を包むように縁を内側に折る。

⑤お皿に盛りつける。プチトマトや生野菜
を添えたり、お好みで塩・黒コショウ・オ
リーブオイルを添えたりする。

お問い合わせ／いいやま史跡振興連絡協議会
TEL.0269-62-2162
（受付時間／平日9:00〜17:00）

松
川
村

【
信
州
伊
那
谷
ガ
レ
ッ
ト
協
議
会
】

　

２
０
１
６
年
秋
、
上
伊
那
エ
リ
ア
の
飲
食
店
が
主
体

と
な
り
協
議
会
を
設
立
。
現
在
は
、
22
店
舗
が
地
元
産

の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
メ
ニ
ュ
ー

提
供
し
て
い
ま
す
。
店
ご
と
に
違
う
味
わ
い
を
楽
し
む

食
べ
歩
き
も
お
す
す
め
で
す
。正受庵

常福寺

称念寺
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梨
の
新
品
種
「
サ
ザ
ン
ス

イ
ー
ト
」
は
８
月
中
下
旬
に

収
穫
で
き
る
早
生
品
種
で
、

こ
の
時
期
の
梨
と
し
て
は

「
甘
く
、
食
味
が
良
い
」品
種

で
す
。
果
汁
が
多
く
、
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
あ

り
ま
す
。

　
品
種
の
特
性
と
し
て「
八
里（
八
光
×
75
－
23
）」と「
南

水
」を
交
配
で
得
ら
れ
た
実
生
か
ら
選
抜
、
育
成
し
た

品
種
で
、「
豊
水
」を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
品
種
と
は

交
雑
和
合
で
す
。
果
実
重
は
２
７
０
〜
３
０
０
ｇ
程
度
、

糖
度
13
〜
15
％
で
同
時
期
の「
幸
水
」よ
り
も
糖
度
が

高
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
高
森
町
（
南
信
試
験
場
）
で
の
成
熟
期
は
８
月
中
下

旬
で
す
が
、「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」と
同
じ
く
、
平
成
30
年

は
平
年
と
比
べ
開
花
期
が
早
か
っ
た
た
め
、
８
月
上
中

旬
に
は
出
荷
で
き
そ
う
で
す
。

　
収
穫
目
安
は
、満
開
１
１
５
〜
１
２
０
日
後
前
後（
本

年
度
、高
森
町
の
南
信
果
樹
試
験
場
内
で
は
８
月
10
日

頃
）
と
な
り
ま
す
が
、
果
皮
色
で
判
断
で
き
る
よ
う
に

て
い
あ
部
の
さ
び
が
発
生
し
て
い
な
い
部
分
の
果
皮
色

を
日
本
な
し
「
サ
ザ
ン
ス
イ
ー
ト
」
用
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
比
色
し
て
も
判
定
が
で
き
ま
す
。
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー

ト
の
指
数
で
２
お
よ
び
３
の
果
実
が
収
穫
適
期
と
な
り

ま
す
。

　
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
た
比
色
は
直
射
日
光
や
蛍

光
灯
の
下
で
は
色
調
が
異
な
る
た
め
、
明
る
い
日
陰
で

行
い
ま
す
。
な
お
、
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
変
色
を
防
ぐ

た
め
、
使
用
後
は
表
紙
と
裏
表
紙
を
閉
じ
合
わ
せ
、
光

が
当
た
ら
な
い
場
所
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
指

数
が
４
以
上
に
な
っ
た

果
実
は
、
食
味
が
良
好

で
あ
っ
て
も
貯
蔵
性
が

著
し
く
劣
り
ま
す
。

　
り
ん
ご
の
新
品
種
「
シ
ナ

ノ
リ
ッ
プ
」
は
８
月
中
下
旬

に
収
穫
開
始
と
な
る
早
生
品

種
で
、
低
暖
地
で
も
着
色
良

好
で
、
食
味
が
良
く
、
早
生

品
種
と
し
て
は
日
持
ち
の
良

い
り
ん
ご
で
す
。
甘
味
と
酸

味
の
調
和
が
と
れ
て
お
り
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
に
加
え
果
汁
も
多
く
て
美

味
し
い
品
種
で
ほ
ぼ
全
域
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
千
秋
」
に「
シ
ナ
ノ
レ
ッ
ド
」
を
交
配
し
た
品
種
で
、

特
性
と
し
て
「
ふ
じ
」、「
つ
が
る
」
と
は
交
雑
和
合
で

す
が
、「
秋
映
」、「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」と
は
交
雑
不
和

合
で
す
。
果
実
重
は
３
０
０
ｇ
程
度
、
紫
紅
色
に
ほ
ぼ

全
面
に
着
色
し
、糖
度
14
〜
15
％
、酸
度
０
・
４
％
程
度

で
、「
つ
が
る
」よ
り
着
色
良
好
か
つ
濃
厚
な
食
味
で
す
。

　

須
坂
市（
果
樹
試
験
場
）で
の
成
熟
期
は「
つ
が
る
」

に
比
べ
５
〜
10
日
早
い
８
月
中
下
旬
で
す
。
平
成
30
年

は
平
年
と
比
べ
開
花
期
が
早
か
っ
た
た
め
、
８
月
上
旬

か
ら
収
穫
で
き
そ
う
で
す
。
常
温
に
お
け
る
貯
蔵
性
は

７
日
程
度
、
冷
蔵
で
は
１
ヶ
月
程
度
で
す
。
収
穫
期
は

着
色
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
満
開
後
１
０
５
日
（
本
年
度
、

須
坂
市
の
果
樹
試
験
場
内
で
は
８
月
８
日
頃
）
を
目
安

に
地
色
の
緑
の
抜
け
や
食
味
を
確
認
し
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
接
ぎ
し
た
場
合
は
収
穫
期
が
遅
れ
る
場
合

が
あ
る
の
で
収
穫
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
19
年
前
に
会
社
を
立
ち
上
げ
、
約
34
㌃
の

ハ
ウ
ス
で
花
・
野
菜
合
わ
せ
て
年
間
５
０
０

種
を
栽
培
、
40
万
ポ
ッ
ト
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
農
園
で
の
販
売
に
加
え
、
松
本
、
佐
久
、

新
潟
な
ど
へ
の
配
達
、
市
場
経
由
で
関
東
、

愛
知
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
種
ま
き
か
ら
出
荷
、
販
売
ま
で
す
べ
て
を

行
う
な
か
で
、
毎
年
10
数
品
目
の
新
品
種
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
上
で
一
番
注
意

し
て
い
る
点
は
、「
良
質
の
土
づ
く
り
」
で
す
。

土
壌
の
菌
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、

良
い
土
が
あ
れ
ば
作
物
は
勝
手
に
育
ち
ま
す
。

　
農
園
は
お
客
様
が
直
接
見
て
買
え
る
よ
う

に
、
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て
花
や
苗
を
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
寄
せ
植
え
の
講
習
会
も
始
め

ま
し
た
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
５
月
の
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で
被
災

さ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
４
年
前
の

神
城
断
層
地
震
で
は
自
宅
の
自
室
の
開
き
戸
か
ら
昔

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
単
行
本
や
ら
が
落
下
し
て
、
も

し
そ
の
部
屋
に
い
た
ら
…
。
飛
び
出
し
た
も
の
の
中

に
昔
観
た
映
画（
ト
ッ
プ
ガ
ン
）や
コ
ン
サ
ー
ト（
Ｂ

Ｏ
∅
Ｗ
Ｙ
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
、
お
宝
！
と

思
っ
て
大
事
に
ま
た
元
の
位
置
に
戻
し
ま
し
た
。
戻

し
て
開
か
な
い
よ
う
に
留
め
金
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

予
期
せ
ぬ
災
害
に
十
分
な
備
え
が
必
要
で
す
。

担
当
が
変
わ
り
ま
し
た
。
Ｋ
か
ら
Ｍ
へ
。

編
集
後
記

このパンフレットは、見やすい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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第2回通常総代会
平成29年度 事業報告と決算報告
平成30年度 組合基本方針
収入保険の加入事前受付
お知らせ
人事異動
組合員からのメッセージ
ふるさとの味 旬の味
信州 名産・特産品
信州ぐるっとひとめぐり
クイズ
農業技術通信 Vol.4

表紙
クローズ
アップ須坂市

合同会社 
ケイ・アイ・ナーセリー

市
いちかわ

川 公
き み お

夫さん（70歳）

　　 博
ひ ろ こ

子さん（67歳）

農 業 技 術 通 信
Vol.4

長野県新品種／オリジナル品種
リンゴ「シナノリップ」・ナシ「サザンスイート」

◎
リ
ン
ゴ「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ（
リ
ン
ゴ
長
果
25
）」の
適
期
収
穫

◎
ナ
シ「
サ
ザ
ン
ス
イ
ー
ト
」の
適
期
収
穫

収穫適期判定用に作成された
カラーチャート

※「
サ
ザ
ン
ス
イ
ー
ト
」用
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、長
野
県
園
芸

作
物
生
産
振
興
協
議
会
（
う
ま
い
く
だ
も
の
推
進
部
会
）
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


